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宍
粟
市
で
は
、
時
間
雨
量
が　

ミ
リ
を

70

超
え
る
と
い
う
、
過
去
に
例
の
な
い
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
、
揖
保
川
・
千
種
川
の
本
流

か
ら
谷
川
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
河
川
が
は
ん

ら
ん
。
そ
の
濁
流
や
土
砂
崩
れ
に
よ
り
、

多
く
の
住
宅
が
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
・
県
・
市
道
の
道
路
網
、
水
道
・

下
水
・
電
気
・
電
話
網
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
は
じ
め
、
農
地
・
山
林
・
畜
産
な
ど
が

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
県
は
、
宍
粟
市
ほ
か
二

市
町
に�
災
害
救
助
法�
と�
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法�
の
適
用
を
決
め
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
県
か
ら
の�
災
害
支
援
職

員
派
遣
要
請�
を
受
け
、
八
月
十
三
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
十
九
日
間
、
被
災
状

況
の
調
査
や
、
家
屋

被
害
認
定
業
務
・
災

害
廃
棄
物
処
理
な
ど

の
災
害
支
援
の
た
め
、

延
べ
百
三
十
六
人
の

職
員
を
、
宍
粟
市
へ

派
遣（
下
表
参
照
）し

ま
し
た
。
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���　10月３日～24日（土）午前10時～11時30分＜全４回＞
　　　　　　　　　���　市民センター 401室　���　
　　　　　　　　　①優雅なるミラノ②魔力のヴェネツィア
　　　　　　　　　③恋するローマ④ナポリ　���　アメ
　　　　　　　　　リカン大学大学院客員教授・芝垣哲夫氏
　　　　　　　　　���　60人　�����1,700円��
�������������　９月24日（木）までに、講座名・
　　　　　　　　　住所・氏名・電話番号を記入し、はがきま
　　　　　　　　　たはファクスで公民館へ
　　　　　　　　　※市内在住のかたを優先します。��������
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���　10月３日・17日・11月７日・21日・12月５日（土）①
初心者コース・午前10時～正午②初心者コース修了者・午前10
時30分～午後０時30分　���　講義室　���　有田焼の
大皿に伝統的な絵付け　���　福田一義氏　���　先
着16人　����　５回分10,000円（材料費別＊初心者コース
7,000円程度）������　上記へ

�������	��������	
��
��

���　10月10日・11月14日・12月５日・１月９日・２月６日・
３月６日（土）午後２時～４時　���　講義室　���　初
心者　���　季語や名句を紹介しつつ、俳句の作り方を学
ぶ　���　俳句協会会員・倉橋みどり氏　���　先着16
人　�����2,500円（３回分前納）������　上記へ

�������	
��	��
������

　京都国立近代美術館で10月31日から開
催の同展の展示品を、わかりやすく解説

します。
���　10月23日（金）
午後２時～３時30分　
���　ルナ・ホール
����　ボルゲーゼ
美術館展とイタリア美術　���　神戸大
学大学院准教授・宮下規久朗氏　���　

600人　������往復はがきに、住所・氏名・電話番号・
参加人数（２人まで）を記入し、10月９日（金）までに公民館へ
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佐
用
町
へ
の
災
害
支
援
と
し

て
は
、八
月
十
四
日（
金
）に
、本

市
水
道
部
の
職
員
二
人
が
千
二

百
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル�
芦
屋

の
水�
を
佐
用
町
へ
搬
入
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
十
六
日
に
は
、

水
道
部
職
員
二
人
が
佐
用
町
へ

出
向
き
、
給
水
車
に
よ
る
給
水

業
務
を
行
い
ま
し
た
。
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　市では、「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／
全カラー刷り）を発行・発売しています。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・文化―。
それらに触れつつ散歩を楽しめるコースの紹介、行政
の動きや統計、また市内の医療機関一覧（地図）など盛り
だくさんの情報を、写真170点のほかイラストや地図と
ともにわかりやすく掲載しています。ご活用ください。
�����　市役所行政情報コーナー・ラポルテ市民
サービスコーナー　���　300円
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被災状況調査５人８月13日～16日�

被災状況調査４人８月16日～19日�

災害廃棄物処理６人８月18日～21日�

被災状況調査４人８月19日～22日�

家屋被害認定２人８月20日～23日�

被災状況調査５人８月22日～25日�

被災状況調査４人８月25日～28日�

被災状況調査４人８月28日～31日�
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“芦屋の水”1,200本支援２人８月14日�

給水車での給水２人８月16日�
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���　10月21日（水）午後７時～８時40分
（６時30分開場）　���　ルナ・ホール＜全
席指定＞　���　アリシア＆ネストルフラ
メンコ舞踊団　����　3,000円（当日3,500
円）　��������　市民センター事務
所・グリル業平・市役所売店・ローソンチケッ
ト（Ｌコード53433）
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私
の
母
は
、
貴
志
康
一
の
す
ぐ
下
の
妹

で
、
山
本
あ
や
と
申
し
ま
す
。
そ
の
母
も

亡
く
な
り
、
今
年
で
七
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

　

母
は
、
生
前
の
康
一
と
多
く
の
会
話
を

交
わ
し
、
行
動
を
共
に
し
た
人
で
し
た
か

ら
、
貴
志
康
一
の
こ
と
に
な
る
と
夢
中
で
、

康
一
と
両
親
の
思
い
を
継
い
で
、
康
一
の

作
品
を
世
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
一
生
懸
命

で
し
た
。
そ
ん
な
母
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ

の
私
は
、
ち
ょ
っ
と 
妬 
け
ま
し
た
よ
。

や

　

そ
ん
な
母
に
聞
い
た
話
で
す
が
、
貴
志

康
一
は
、
明
治
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日

に
吹
田
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
正
五
年
に
父
・
弥
右
衛
門

が
浜
芦
屋
に
和
洋
館
の
別
荘
を
建
て
、
大

正
九
年
に
は
洋
館
を
増
築
し
、
母
た
ち
の

生
活
の
場
を
芦
屋
へ
と
移
し
ま
し
た
。

　

浜
芦
屋
に
は
、

す
で
に
親
戚
に

あ
た
る
早
野
二

郎（
歌
人
・
早
野

臺
氣
）が
祖
母
と
共
に
住
ん
で
お
り
、そ
ん

な
縁
も
あ
っ
て
芦
屋
に
来
た
の
で
し
ょ
う
。

　

康
一
は
、
家
族
と
共
に
芦
屋
に
移
る
と
、

住
吉
村
の
甲
南
小
学
校
に
入
学
し
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
軍
隊
式
教
育
の
学
校
だ
っ
た

も
の
で
、
甲
南
の
自
由
な
男
女
共
学
と
い

う
校
風
に
、
か
な
り
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
芦
屋
で
バ
イ
オ
リ
ン
の

師
と
な
る
、亡
命
ロ
シ
ア
人
の
ミ
ハ
エ
ル
・

ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
と
も
出
会
い
ま
す
。

　

大
正
十
五
年
、
康
一
は
甲
南
高
等
学
校

を
中
退
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
立
音
楽
院
へ
。

　

康
一
は
そ
の
学
校
を
主
席
で
卒
業
後
、

帰
国
し
て
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
の

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
昭
和
三
年
、
再
び
渡
欧
し
た
康
一

は
、ベ
ル
リ
ン
で
カ
ー
ル
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

師
事
。
翌
年
に
は
、
名
器
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ

リ
ウ
ス
を
携
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　

三
度
目
の
渡
欧
と
な
る
昭
和
五
年
に
は
、

作
曲
を
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
に
、
指
揮
法
を
フ

ル
ト
ウ
ェ
ン
グ
ラ
ー
に
師
事
し
ま
し
た
。

　

昭
和
九
年
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を
指
揮
し
、
自
作

の
交
響
曲
の
初
演
も
し
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
翌
年
に
は
帰
国
し
、新
交
響
楽
団

（
現
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
）を
指
揮
す
る
な
ど

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
十
二
年
十
一

月
十
七
日
、
康
一
は
二
十
八
歳
の
若
さ
で

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
に
、
湯
川
秀
樹
さ
ん
が

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
と
き
、

授
賞
式
の
後
の
晩
さ
ん
会
で
、
康
一
の
作

曲
し
た
「
竹
取
物
語
」
が
流
さ
れ
た
こ
と

は
有
名
な
話
と
な
り
ま
し
た
が
、
後
日
お

聞
き
し
た
湯
川
博
士
の
奥
様
の
お
話
で
は
、

ま
っ
た
く
の
偶
然
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
ど
も
は
、
貴
志
康
一
が
少
年
期
か
ら

青
年
期
を
こ
の
芦
屋
で
育
っ
た
こ
と
が
、

世
界
的
な
音
楽
家
に
な
る
た
め
の
出
発
点

だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

貴
志
康
一
が
生
ま
れ
て
、
今
年
で
百
年
。

　

十
一
月
十
九
日
に
は
、
ル
ナ
・
ホ
ー
ル

で
生
誕
百
年
記
念
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
会
場
で
、
伯
父
・
貴
志
康
一
の
音

楽
を
、
と
も
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

こ
と
を
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�
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昭
和
十
九
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
世
界

　

的
音
楽
家
・
貴
志
康
一
氏
の
め
い
。

　
　

幼
稚
園
か
ら
短
期
大
学
ま
で
、祖
父
・

　

山
本
藤
助
が
創
設
し
た
帝
塚
山
学
院
に

　

学
ぶ
。
昭
和
四
十
二
年
に
結
婚
し
、芦

　

屋
へ
。昭
和
四
十
四
年
、夫
の
転
勤
に
伴

　

い
東
京
、五
十
四
年
か
ら
は
ロ
サ
ン
ゼ

　

ル
ス
へ
。
米
国
で
始
め
た
ゴ
ル
フ
は
、

　

帰
国
す
る
ま
で
の
三
年
間
、
リ
ビ
エ
ラ

　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
日
本
人
初
の

　

連
続
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
。

　
　

平
成
七
年
か
ら
再
び
芦
屋
へ
。
現
在
、

　

宝
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
会
員
。

　
　

ま
た
今
回
の
「
貴
志
康
一
生
誕
百
年

　

記
念
演
奏
会
」
で
は
、
実
行
委
員
会
副

　

委
員
長
を
務
め
る
。
山
手
町
在
住
。
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���　幼稚園教員（平成22年４月１日採用予定）　�������　10月18
日（日）・精道小学校　�����　３人程度　���　昭和59年４月２日以
降生まれで、幼稚園教諭普通免許を有する人または平成22年３月31日までに
取得見込みの人　�����　教職員課および市役所北館・南館受付に配置
※「採用案内」は、市ホームページからもダウンロードできます。郵便で「採用
案内」を請求される場合は、必ず120円切手を貼付した返信用封筒（角２号）を
同封してください　������９月15日～30日に、下記へ
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� � � � � � � � 	 
 � � 
 � � �

�������� � � ���������

�32-0278朝日ケ丘町10-3�������

午後

２時30分

～

３時30分

��������

�31-8313伊勢町13-14� � � � ���������

�34-0710潮見町1-3� � � � ���������

�22-0208川西町11-10� � � � ����������

�22-5995浜町1-20� � � � ����������

�22-5038岩園町24-3� � � � ����������

�22-4885打出小槌町15-7� � � � ����������

�32-5457西山町22-15� � � � ����������

�31-1505浜風町1-2� � � � �����������������	
��
�����������

����������������������������������

　平成22年４月の新入園児を募集します。
　全市自由園区（小学校には校区があります）です
が、徒歩通園できる幼稚園をお選びください。
���　市内に居住し、平成16年４月２日から平成18年４月１
日の間に生まれた５歳児（１年保育）・４歳児（２年保育）　��
���　10月２日（金）から各幼稚園で　�����　10月７日
～16日・各幼稚園の受付指定日（右表参照）に各幼稚園へ。
※定数を超える場合は、ご希望の園に入れない場合もあります。
※入園願書の提出は１園のみに限ります。
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���　９月26日（土）①午前10時～②午後
１時～③午後３時40分～　���　ルナ・
ホール　���　中村勘太郎、内田有紀、
藤原竜也、哀川翔、高橋恵子／高橋伴明監
督・脚本作品　����　中学生以上1,000
円・小学生500円（当日券のみ）
※この催しが掲載されている広報記事持参
　のかたは、200円の割引が受けられます。
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市
で
は
、
文
化
の
振
興
に
関
す
る

基
本
理
念
等
を
定
め
る「（
仮
称
）芦

屋
市
文
化
基
本
条
例
」の
制
定
に
向

け
て
、公
募
市
民
・
学
識
経
験
者
・
市

職
員
で
構
成
す
る
『
芦
屋
市
文
化
基

本
条
例
原
案
策
定
委
員
会
』
を
設
置

し
、
本
年
四
月
か
ら
条
例
原
案
の
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
策
定
委
員
会
で「（
仮
称
）

芦
屋
市
文
化
基
本
条
例
」（
骨
子
案
）

を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
つ
い
て
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に

ご
意
見
を
お

聞
き
す
る
た

め
、
次
の
と

お
り
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
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九
月
十
五
日（
火
）か
ら
、
行
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
・
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
生
涯
学
習
課
窓
口

に
配
置
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
入
手
で
き
ま
す
。
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九
月
二
十
五
日（
金
）か
ら
十
月
二

十
三
日（
金
）ま
で
の
平
日
・
執
務
時

間
内〈
※
十
月
二
十
四
日（
土
）は
受

け
付
け
ま
す
〉に
、
件
名（
前
文
・
項

目
名
）・
住
所
・
氏
名（
団
体
等
は
名

称
・
代
表
者
氏
名
）・
電
話
番
号
を
明

記
し
、生
涯
学
習
課
へ
持
参
、ま
た
は

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、
生
涯
学
習
課
ま
で
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

�
�
���
�
�
�

※
電
話
・
窓
口
で
の
、
口
頭

　

に
よ
る
ご
意
見
は
、
お
受

　

け
で
き
ま
せ
ん
。

※
ご
意
見
は
、
市
の
見
解
と

　

と
も
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
公
表（
氏
名
等
は
非
公

　

開
）す
る
予
定
で
す
。

※
個
別
の
回
答
は
し
て
い
ま

　

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

　

さ
い
。


